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【発表スライド】 

①  ②  

③  ④  

⑤  ⑥  

 

③ グループワーク 

地元の NPO 法人「明日育」及び黒部市社会福祉協議会の小柴徳明氏と基調講演講師の長井氏がフ

ァシリテートし、同時解決事業を展開するのに必要なワークショップを行った。同時解決事業は

多様なステークホルダーとの協働となるため、協働に必要な「自己」「他者」を知ることをテーマ

として下記のワークを実施した。 

➢ フラフープをみんなで支える：グループで人差し指で一定の高さで支えるワーどうして

も上がってしまうことを体験し、協働の難しさを実感。 

➢ 「自分は〇〇」：付箋に自分がどういうことが得意かを書いて貼り、互いにコミュケー

ションを取り合った。限られた時間で多くの人と楽しくコミュニケーションができるこ

とが分かった。 

➢ 違う者同士でのコミュニケーション：腕の組み方などから「判断」と「表現」の特性を

4 つの類型にして、それぞれに分かれ、異なる類型になった者同士でのコミュニケーシ

ョンを体験。他者は必ずしも自分と同じ判断・表現をしていないことを実感。 
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(ウ) 当日アンケート結果 

① 基調講演 

 (n=21) 

➢ SDGｓの「同時解決」の事例と分かりやすく、学ぶことができた。 

➢ たくさんメモを取りました。ホントに勉強になった！ 

➢ 意義が分かった 

➢ 羽リサイクルははじめて聞きました。でも知ってよかったと思います。 

➢ 映像があり視覚的にわかりやすかった 

➢ 薪のイメージ暖かいやさしいイメージがしっかり宇奈月に発展しているところ

が良かった 

 

50%50%

基調講演

大変良かった

良かった

あまり良くなかった

良くなかった
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② 事例紹介 

 (n=21) 

➢ 自立塾以外の人たちと会話できた 

➢ 身近なところでこんなサスティブルな事業があるとは！！ 

➢ 地元の活動が良く分かった。ストーブがほしくなった。 

➢ 本質資源のポテンシャルの高さを改めて感じた。 

 

③ ワークショップ 

 (n=20) 

➢ アイスブレークの楽しさわかった。すばらしい。漫才を見ているようだった。 

➢ コミュニケーションを取るためにはまず自分のことを語れるようにしなければ

いけないのが痛感。 

➢ とにかくワクワクした！！コミュニケーションの本質がわかった！！！ 

➢ 右脳と左脳で性格を診断するのが面白かった。 

➢ 楽しくて面白かったです。 

➢ 最近一番笑ったと思うくらい面白かった！！です。 

45%

55%

事例紹介

大変良かった

良かった

あまり良くなかった

良くなかった

60%

40%

ワークショップ

大変良かった

良かった

あまり良くなかった

良くなかった
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④ 事後へのヒント 

 (n=18) 

➢ コミュニケーションをとることの重要性と改めて学ぶことができた。 

➢ ちょっと違ったが、アイスブレークの重要性を体験できてよかった。 

➢ 伝える伝わるの違い 

 

⑤ 今後取り上げてほしいテーマ 

➢ ゴールへのプロセス、人を巻き込む方法 

➢ ステークホルダーとの連携と深めるための情報収集 

➢ 各地域での進展取り組み。各個人へのメリット 

➢ 具体的な事例を教えていただきたいです 

➢ 現在の目標と達成への展望について 

➢ 伝わるような行事を行う 

 

⑥ 全体を通じて 

➢ とてもよかった。とくに自分事の大切について 

➢ とても楽しかった 

 

  

15%

67%

18%

事後へのヒント

とても得られた

得られた

あまり得られなかった

全く得られなかった
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(3)事後の変化 

 セミナー終了後から 2 月初旬にかけて、参加者数名に電話や直接の聞き取り等により、事後の

主体的な学びの発信、実践、パートナーシップの構築につながった例の確認を行った。その結果、

下記の 13例が確認できた。 

 

【SDGsの主体的な発信・学び、パートナシップの構築につながった例】 

宇奈月自立塾、（一社）でんき宇奈月、旅館「喜泉」 

⚫ 今年度、林野庁の「地域内エコシステム」事業で、地域材を用いた薪ボイラースキームの

実証実験に取り組む。その一環として黒部のセミナーに３者共に参加。参加後に、下記の

ような活動につながった。 

⚫ 薪製造担当の「宇奈月自立塾」は、自主性・主体性が増し、軽トラックを購入するなど、

薪ビジネスを本格化し始めた。 

⚫ 旅館「喜泉」は、セミナーを経てこのスキームの社会的意義も実感し、薪ボイラー導入を

決意。実証実験パートナーの森のエネルギー研究所、日本林業技術協会と具体的な導入に

ついて検討を始めている。 

⚫ 「でんき宇奈月」は本プロジェクトのとりまとめ役として、本件を林野庁の成果発表会（2

月 12日東京麹町）にて事例発表し、事後、参加者から同様のスキームを検討したいとの相

談要請を受けた。 

 

（「地域内エコシステム」の成果発表会資料）  
有限会社 西部トラベル 

⚫ 黒部セミナーに参加後、自社ホームページにて SDGs発信開始。 

⚫ セミナー参加団体を中心とした実践現場をめぐるツアー（ローカル SDGsツアー）を企画。

3月 19日に第 1回目を実施予定。 

 

（西部トラベル Webサイトより） 
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（ローカル SDGsツアー行程表） 

北酸株式会社 

⚫ 南砺セミナーを経て、社内で SDGsワーキンググループを部署横断的に立ち上げ、南砺研修

で学んだフレームワーク（SDGsホイールをつかってゴールの相互作用を確認する手法）を

導入。 

⚫ 富山県立大学と福祉分野を絡めた事業（同時解決事業）を検討中。 

大高建設株式会社 

⚫ 地域で SDGs企業として認知されつつあり、講演・研修の依頼を受けるようになった。 

⚫ 地域から受けた SDGs研修案件を、黒部セミナーでつながりのできた NPO 法人「明日育」に

依頼。 

黒部市社会福祉協議会 

⚫ 昨年度発表した SDGsを地域用に 5つのゴールにまとめた「５goals くろべ」を実装し、普

及展開中。 

⚫ 広報誌「社協だより」にて大高建設を取り上げ、SDGsを紹介した。 

 
（黒部市社会福祉協議会 Webサイトより） 
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（大高建設を紹介する「福祉くろべ」1月号） 

南砺市（エコビレッジ推進課） 

⚫ 昨年のセミナーを経て今年度 SDGs未来都市に選定。 

⚫ EPO中部の「活動見える化プログラム」に協力（次項「(4)EPO中部事業「活動見える化プ

ログラム」による分析」を参照）。 

株式会社 延楽 

⚫ 独自事業として 2年前から行っている社会課題映画上映会「宇奈月温泉ソーシャルシネマ

トリップ」がセミナー参加者に知られ、集客の拡大につながった。 

⚫ PECとやまの SNSでも情報発信サポート。 

 

 

 

 

 

   
宇奈月ソーシャルシネマトリップ Webサイト（左）、PECとやま Facebookでの告知協力（右） 

クリア家具合同会社 

⚫ 自社ホームページにて研修会の内容を発信。 

（クリア家具 Webサイトより） 



 

153 

 

個人参加の方 

⚫ 南砺と黒部両方のセミナーに参加後、PECとやま主催の SDGsコーディネーター養成講座を

受講・修了し、SDGs促進推進役を主体的に担い始めている。 

千代田オフセット株式会社 

⚫ 南砺セミナーに参加後、地元東京で開催されたビジネスフェアにて SDGsをテーマにした展

示を実施。研修で得た知識を使い、普及啓発用のリーフレットを作成・配布した。 

  
（ビジネスフェアの展示ブースの様子） （様々な製品を SDGsアイコンで紹介） 

 

 
（独自に作成・配布した SDGs普及啓発小冊子） 

とうざわ印刷工芸株式会社 

⚫ 各参加者から仕事の依頼を複数件受ける（北酸、富山市、南砺市他）。 

富山市（環境政策課） 

⚫ 昨年からのパートナーシップにより、次年度 PECとやまとの協働事業を検討中。 

北陸電力株式会社 

⚫ 南砺セミナーに参加後、社内研修を PECとやまに依頼（次年度実施）。 
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(4)EPO中部事業「活動見える化プログラム」による分析 

 今回の南砺市、黒部市の 2カ所での協働取組について、EPO中部で構築中の「活動見える化プロ

グラム」による分析を試みた。以下に本プログラムの概要と南砺市、黒部市の分析結果を示す。 

 

ア  活動見える化プログラムの概要 
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イ  分析結果 

① 南砺市：南砺市エコビレッジプロジェクト（桜ヶ池モデル地区） 
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② 黒部市：地域内エコシステム＠宇奈月 
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(5)参考資料 

【募集告知チラシ】 

 

 

【報道関係】 

 

（2019年 8月 26日 北日本新聞 Webニュース） 
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（2019年 8月 27日 北日本新聞） 

 

 
（2019年 11月 29日 北陸中日新聞） 
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９ 関係主体との連携及び協働に関する業務 

(1)中部地方環境事務所との情報共有及び意見交換 

ア  定期打合せと日々の業務報告の提出 

(ア) 定期打合せ 

⚫ 中部地方環境事務所の担当官との定期的な打合せを月 1回以上実施し、業務の進捗状況、方向

性などについて協議を行った。 

 実施日 主な打合せ協議事項 

第

１

回 

4 月 22 日 

１．業務実施計画等について 

・業務計画書：業務内容、業務スケジュール、達成目標の確認 

・開催イベント・会議等の展開案 

２．同時解決事業 4/24 打合せについて 

・事業計画（GEOC フォーマットで里山ウェルネスが作成）の確認 

・業務実施状況確認用フォーマットでの業務スケジュールの確認 

・打合せでの確認事項：第 1回協議会に向けた確認事項 

３．EPO/ESD 運営会議について 

・委員メンバーの確認→新規メンバー（加藤先生）の委嘱手続き 

・運営会議要綱の修正 

・次第案と会議資料 

・スケジュール（座長打合せの設定等） 

４．その他 

第

２

回 

5 月 9 日 

１．業務実施計画等について 

・業務スケジュール（前回修正）の確認 

・開催イベントの展開案 →ESD ダイアログ（福井）等に関する報告 

２．EPO/ESD 運営会議について 

・次第案と会議資料 

・スケジュール（座長打合せの設定等） 

３．その他 

第

３

回 

6 月 6 日 

１．EPO/ESD 運営会議について 

２．ダイアログ・フォーラム等の企画案について 

（１）6/13ESD ダイアログ福井の申込状況の報告と「ダイアログ」の進行案の確認 

（２）8/7 協働フォーラム金沢の調整状況等の報告 

（３）11/23 協働フォーラム飯山の企画案の確認 

（４）ESD ネットワーク地域フォーラム（ユース参加）の企画案・日程についての相談 

（５）そのほか催事の日程についての相談・確認 

３．地域循環共生圏づくり研究会の開催について 

（１）全３回の開催日程についての相談 

（２）研究会の内容（要綱・要件、研修内容、講師等）についての協議 

４．その他 

（１）インターフェース会議について 

（２）次回打合せ 

（３）四半期報告書の提出について 

（４）その他 

・業務項目「ネットワーク・ノウハウの整理」の報告書データの受け渡し 

- 6 月 12 日 ・「地域循環共生圏」に関連する EPO 中部の業務等を紹介・説明 

第

４

回 

7 月 11 日 

１．EPO/ESD 運営会議の内容確認 

２．ダイアログ・フォーラム等について 

（１）8/7 協働フォーラム金沢 

（２）8/8ESD ダイアログ金沢 

（３）10/12ESD ネットワークフォーラム →開催日変更 11/4（月・祝） 

（４）11/23 協働フォーラム飯山の企画案の確認 

（５）そのほか催事の日程についての相談・確認 

３．地域循環共生圏づくり研究会の開催について 

４．四半期報告書について 

５．その他 
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 実施日 主な打合せ協議事項 

第

５

回 

8 月 8 日 

１．8/23 地域循環共生圏づくり研究会（第 1 回）の資料について 

２．ダイアログ・フォーラム等について 

（１）8/29SDGs 検証ワークショップ 

（２）11/4ESD ネットワークフォーラム 

（３）11/16ESD ダイアログ飯田 

（４）11/23 協働フォーラム飯山 

（５）そのほか催事について 

３．その他 

第

６

回 

9 月 3 日 

１．ダイアログ・フォーラム等について 

（１）10/15 基金説明会 

（２）11/4ESD ネットワークフォーラム 

（３）11/16ESD ダイアログ飯田（8/28 飯田市との協議結果について） 

（４）11/23 協働フォーラム飯山 

（５）12/14SDGs 検証ワークショップ（西濃） 

（６）そのほか催事について 

２．地域循環共生圏づくり研究会／協働コーディネーターの展開について 

３．同時解決事業について 

４．地域 ESD 拠点へのヒアリング結果について 

５．その他 

第

７

回 

10 月 9 日 

１．業務全体の進捗状況について 

２．ダイアログ・フォーラム等について 

（１）地域循環共生圏ワーキング 

（２）その他イベントに関する報告・確認等 

３．地域循環共生圏づくり研究会の今後の展開について 

４．活動見える化プログラムについて 

５．同時解決事業について 

６．地域循環共生圏関連ヒアリングの進め方について 

７．第 2 四半期報告書について 

８．その他 

第

８

回 

11 月 20 日 

１．セミナー関係の報告・確認について 

（１）11/16 ダイアログ飯田の開催報告 

（２）11/22-23 地域循環共生圏づくり研究会（第 2 回）と協働フォーラムの進め方 

（３）12/14SDGs 検証ワークショップ（西濃） 

（４）1/31 地域循環共生圏ワーキングのチラシ原稿案（タイトル検討） 

２．活動見える化プログラムのケーススタディ実施状況について 

３．地域循環共生圏関連ヒアリングについて 

（１）ＰＦ事業の意見交換会の状況報告 

（２）その他ヒアリング事例の候補 

４．同時解決事業について 

（１）11/1 連絡会の協議結果の確認 

（２）11/19 事業形成会議の報告） 

５．12/20-21 全国 ESD フォーラム出展ポスター原稿案について 

６．インターフェース会議の試行 

７．その他 

第

９

回 

12 月 13 日 

１．同時解決事業について 

２．セミナー関係の報告・確認について 

（１）12/14SDGs 検証ワークショップ（西濃） 

（２）1/31 地域循環共生圏ワーキング ※協働コーディネーターの参加 

（３）2/7 第 3 回地域循環共生圏づくり研究会 

３．活動見える化プログラムのケーススタディ実施状況について 

４．作成した SDGs チェックリストの公開について 

５．地域 ESD 拠点登録団体へのヒアリングについて 

６．地域循環共生圏関連ヒアリングについて 

（１）ＰＦ事業のヒアリング結果報告 

（２）その他ヒアリング事例の実施予定 

７．ウェブサイトのリニューアル方法について 

８．「出展可能イベント」リスト公開に向けた作業と 

  過去報告書（登壇者）タグ付け作業について 

９．1/30 外部評価会議、EPO・ESD 運営会議について 

10．その他 
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 実施日 主な打合せ協議事項 

第

10 

回 

1 月 21 日 

１．来年度の再委託について 

２．EPO・ESD 運営会議の資料、座長打合せ（1/30 千頭先生、2/14 伊藤先生）について 

３．イベント等について 

（１）1/31 地域循環共生圏セミナー ：参加者、ワーキング内容など 

（２）2/7 第 3 回地域循環共生圏づくり研究会 ：出席者、千頭先生の参加、議題等 

４．協働パンフレットの原稿 

５．地域循環共生圏の事例ヒアリングについて 

６．1/30 外部評価会議について 

７．第 3 四半期報告書の納品 

８．その他 

第

11

回 

2 月 26 日 

１．仕様書補足事項について 

２．次年度「追加業務」、協働コーディネーターからの連携（イベント）提案等の回答につい

て 

３．EPO・ESD 運営会議について 

４．地域循環共生圏の事例ヒアリング結果について 

５．今後の予定について 

６．その他 

第

12

回 

3 月 12 日 
１．年間報告書について 

２．EPO 中部運営会議の委員の意見（記入票への回答）について 

 

(イ) 日々の業務報告提出 

⚫ 日々の業務について、毎月、所定の書式による報告書を作成し、中部地方環境事務所へ提出し

た。 

 

イ  中部地方環境事務所が開催する会議への出席、企画作成支援、必要な資料

の作成等 

⚫ 中部地方環境事務所が開催する会議（本業務の外部評価委員会を含む）について、事務所担当

官の要望に応じて、出席、企画作成支援、必要な資料の作成等を行った。 

実施日 実施内容 

7/24 第 16回地球温暖化に関する中部カンファレンス参加 

10/3 第 17回地球温暖化に関する中部カンファレンス参加 

1/9 第 18回地球温暖化に関する中部カンファレンス参加 

1/30 
外部評価委員会に出席（及び 2019 年度業務の説明用資料、自己評価シート、前年度課題対応

状況資料等の作成） 

3/12 
第 19回地球温暖化に関する中部カンファレンス 

【開催中止】※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 

 

ウ  記者発表対応の実施 

(ア) リリース資料の作成・投げ込み 

⚫ 11月 4日開催・ESDネットワーク地域フォーラムについては、記者発表資料の投げ込みを行う

ことになり、リリース資料を作成（作成は CSO ラーニング制度※で受け入れたインターン学生

でフォーラムの司会も担当）し、10月 2日に投げ込みを行った。 

 

※ CSOラーニング制度：損保ジャパン日本興亜環境財団が主宰する、大学生・大学院生が環境問

題に取り組む CSO（市民社会組織、NPO・NGOを包含する概念）で 8カ月間のインターンシップ

を経験する制度で、2019 年度は EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターが CSO となり、学

生 1名を受け入れている。 
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【作成したリリース資料】 

 

 

(イ) ローカルメディアへのチラシ送付 

⚫ 11 月 23 日開催・協働フォーラム（飯山市で開催）の広報展開に際し、開催案内チラシを下記

の地元メディア 4社に送付した。 

⚫ その結果、開催日当日に北信濃新聞の記者が会場を訪れ、取材を行った。（しかし、記事にはな

らなかった。） 

 
 

エ  プラットフォーム構築事業の採択団体の支援等 

(ア) 採択団体へのヒアリング 

① ヒアリング概要 

⚫ 地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業の採択団体（5 団体）に対し、ヒアリングを次の

通り実施した。 

採択団体 実施日 ヒアリング方法 

七尾街づくりセンター株式会社（石川県七尾市） 11 月 12 日 視察中、意見交換会での意見を聴取 

国立大学法人富山大学（富山県富山市） 11 月 13 日 視察中、意見交換会での意見を聴取 

スマート・テロワール協会（長野県北信エリア／小布施町） 11 月 24 日 意見交換会の実施後に聴取 

おわせＳＥＡモデル協議会（三重県尾鷲市） 11 月 28 日 意見交換会の実施後に聴取 

長野県根羽村（矢作川流域／根羽村） 12 月 3 日 意見交換会の後日に電話で聴取 

№ 名称 郵便番号 住所
1 ｉネット飯山 389-2253 長野県飯山市大字飯山1095-1
2 北信濃新聞社 389-2254 長野県飯山市南町24-1
3 信濃毎日新聞　飯山支局 389-2253 長野県飯山市飯山1114-10
4 北信ローカル 383-0025 長野県中野市三好町1-3-6
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② ヒアリング結果のとりまとめ 

【団体の成果】 
七尾街づく

りセンター

株式会社 

 七尾街づくりセンターは多彩なイベントを既に企画、開催等しているほか、釶打地区

の農事組合法人なたうち、まちづくり共助団体のＮプランニングなどはしっかりとし

たポリシーで取組を展開してきている。 

 11/22 には、市内中島地区の住民が地域課題について考える「中島 100 人会議」が開

催され、地元紙にも掲載された。 

 本事業を、地域活性化に取り組む意義を地域住民に浸透させるきっかけとしても活用

していきたいと考えている。 

国立大学

法人富山

大学 

 協議会で 2 回のワークショップを開催しており、にぎやかにディスカッションを進め

る素地がつくられつつある。 

 11/28-29 の 2 日間、かつての賑わいを取り戻したいと考えている富山市のアーケード

街の一角で、地域の課題・未来を公開の場で考える「サテライトキャンパス」を開設

し、当地域に I ターンした単館映画主催者を講師にした講座等を実施する。 

 ステークホルダーは積極的に参加しようとする姿勢、意識がみられ、関係者、市（行

政）などから高く評価され、期待もされている。 
スマート ・

テロワール

協会 

 地域の中で、個別に展開されてきた活動や取組が多々あったが、それらにつながりは

なかった。本事業に採択されたことをきっかけに、環境、地域資源などのキーワード

でつながりを持たせることができ、さらにそれらを具体化する取組に着手するきっか

けにもなったといえる。地域の中の多様で個別な事業の流れを本事業のキーワードの

もとで具体化できたと考えている。 

おわせＳＥ

Ａモデル協

議会 

 当初（プラットフォーム構築前）までは、中部電力、尾鷲市の 2 者で協定を結び、地

域活性化を目指した取組を展開していた。しかし、今回のプラットフォーム事業をき

っかけに、中部電力、市に加えて商工会議所の 3 者が協定を結ぶことになった。3 者

それぞれの強みを活かしつつ、中部電力や商工会議所等の民間のネットワークを活用

して、それぞれの持ち場で取組を進めつつ、連携・協力ができるようになった。 
長野県根

羽村 
 地域課題の抽出、整理を行うことができた。 

 先日の意見交換会などの様子、結果を見て、思った以上の成果を得られるのではと期

待をしている。 

 本事業をきっかけに、矢作川下流域の安城市へも改めて事業説明をしたことによっ

て、源流である根羽村の取組そのものが安城市における環境保全という目標にもつな

がっていると市側が捉えていること、村の取組にも全面的に協力いただけることなど

を改めて確認することができた。 

 

【『地域プラットフォーム』をつくるにあたっての阻害要因】 
七尾街づく

りセンター

株式会社 

 地域の人に諦め感がある。 

 七尾街づくりセンターによる企画力・実行力について、「街づくりセンターは多彩な

企画を展開している」と評価されているが、本事業を「街づくりセンターが取り組む

もの」として認識するステークホルダーがいた。その一方で、本事業をきっかけに、

様々なステークホルダーが連携・協力していく必要があることに気付いたと述べるス

テークホルダーもいた。 
国立大学

法人富山

大学 

 ステークホルダーが積極的に参画・発言等する一方で、ワークショップなどの議論の

場では、我の強さが表出する発言も少なくないため、プラットフォームとしてのまと

まりに欠け、ワークショップを運営する事務局は不安を抱く場面もある。 
スマート ・

テロワール

協会 

 共有するビジョンの構築が難しい。これまではプロジェクトの中での即応的なビジョ

ンを描くのみで良く、それぞれが自由に描いていたが、プラットフォームとしてステ

ークホルダーそれぞれのビジョンをどのようにして包括していくことができるか、明

確にはなっていない。色々と工夫をしていく必要があると考えている。 

 既に地域の中で色々なプロデュースが展開されているが、既存のそれらの取組は、ス

ケール感等もまちまちであるため、プラットフォームを構築するために、既存の取組

を活かしながら何をどのようにしていけば良いかがまだ見えない。 
おわせＳＥ

Ａモデル協

議会 

 事業がスタートしたばかりで、各ステークホルダーにも順次接触をしている段階であ

り、ステークホルダーとして確定している主体がまだない状況にある。そうした接触

中のステークホルダーと、どこまで情報共有などを行っていくべきかがわからない。 
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 既に協定を結んでいる 3 者（中部電力、商工会議所、市）についても、それぞれに考

え方があり、おわせ SEA モデル事業に対する認識の差などもあり、その差をどのよう

にして埋めていくべきか、想いを一つにできるかわからない。しかし、今回の意見交

換会のように外部の人が加わることも一つのきっかけになるのではと感じた。 
長野県根

羽村 
 これまで、地域全体で地域課題に取り組むための体制、特に人的な体制を整備するこ

とが全くなかったため、それが大きな課題になっている。本事業に採択されたこの機

を活かし、体制を整えていきたい。 

 これからステークホルダーに関わる様々な事項を把握して、本事業の実行に向け、進

め方の整理を行っていくところであり、その進め方の整理をどのように行っていける

かがまだ見えず、課題といえる。 

 

【『地域プラットフォーム』をつくるにあたっての必要な支援】 
七尾街づく

りセンター

株式会社 

 ステークホルダーとして参画する人たちがどのような人たちであるべきかをまず考

えた上で、本事業やプラットフォーム構築の意義、地域の将来像について共有し、デ

ィスカッションを行う場を改めて設定する必要がある。 
国立大学

法人富山

大学 

 様々なアイデアや資源、主体が既に地域に存在しているが、それらをつなげるコーデ

ィネーターが不在となっている。 

スマート ・

テロワール

協会 

 ステークホルダーそれぞれが「自分でやる」という意識を持っているが、その意識が

強く、自分たちのやりたいことのみに偏りがちとなる。そのため「外部者の視点」が

ほしい。今回の意見交換会でも、外部の方の意見が独り善がりな方向性を正す役目も

果たしてくれた。自分達の「小布施ファースト」の展開を大切にしているが、このフ

ァーストは小布施が良ければよいという意味ではなく、「ファースト・ペンギン」の

ファーストである。このファースト精神を大切にしていくためにも、「外部者の目」

を入れるための支援を期待したい。 
おわせＳＥ

Ａモデル協

議会 

 「潤滑油」が必要である。決して評論家にはならずに、3 者やステークホルダーの利

害がぶつかっても、それを調整してくれるコーディネーターの必要性を感じている。 

長野県根

羽村 
 先日の意見交換会のような機会を提供いただけると助かる。また、外部の視点も重要

と考えている。 

 本事業の採択時・スタート時にはまだ事業のあり方・進め方を抽象的にしか捉えてい

なかったが、おおよそ理解ができてきた現在、改めて事業に採択されて良かったと感

じている。しかし、まだ本事業について勉強不足の面もあり、その点についても引き

続き、支援いただけるとありがたい。 

 

(イ) 情報収集（その他関連組織等の情報収集、ヒアリング） 

① 情報収集の方法 

⚫ 地域循環共生圏構築に発展可能性を有する組織についての情報収集、ヒアリングを下記の通り、

実施した。 

対象団体 実施日 ヒアリング方法 

南砺市（富山県南砺市） 8 月 26 日 

担当者に面談して聴取 NPO 法人泉京・垂井（岐阜県垂井町／揖斐川流域） 1 月 21 日 

株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ（富山県上市町） 2 月 7 日 
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② ヒアリング結果のとりまとめ 

№１ 

対象 
 久保 剛志 氏 

（南砺市市民協働部エコビレッジ推進課長） 

実施日 2019年 8月 26日 

【ヒアリング結果】 

①
取
組
の
概
要 

(1)取組・活

動・事業の概

要 

 木質バイオマスによるエネルギー自給率の向上（2 千 t の能力に対し需要は

1600t、400t 移出の可能性あり） 

(2)取組事例

の地域 
 富山県南砺市（桜ヶ池モデル地区） 

(3)主な関係

主体／ステ

ークホルダ

ー 等 

 （南砺市役所以外）桜ヶ池エコビレッジモデル地区、南砺森林資源利用協同組

合、桜ヶ池バイオマス農業推進協議会、伝統産業再生事業協議会、一般社団法人

リバースプロジェクト、桜ケ丘クアガーデン。 

②
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り
事
例
と
し
て
の
「
概
要
」（
循
環
要
素
） 

(1)地域内に

循環するも

の・こと 

 森林管理による建築材循環、林業振興と災害抑制 

 発酵熱農業による資源循環（安全安心の農産物：ブランド化）の拡大（10 軒か

ら） 

 次世代の郷土の誇り教育による定住促進（人材循環） 
(2)対象とな

る主な地域

資源 

 もともとある自然資本文化遺産に対するエコビレッジ構想、SDGs 未来都市が成

功要因 

(3)対象とな

る主な地域

課題 

 木質：公共施設の需要が主、ペレットストーブの民間普及が課題 

 木材：人件費の問題、事業者が少ない。補助金の投入には限界 

 農業：手間と経費が増加。JA のローコストに対抗するためには、付加価値化の

PR が必要、安心健康の増進による健康寿命を延ばすことに使われるといい。 

 人材：家庭教育の価値転換が必要（郷土の誇り、戻ってくる価値観の醸成） 

(4)地域の自

立促進のた

めの取組 

 これまでの取組を踏まえ 2019 年「SDGs 未来都市・自治体 SDGs モデル事業」に

下記内容で採択される。南砺市エコビレッジ構想をベースとし、2030 年にあり

たい姿となる世界に発信する「南砺版エコビレッジ」の実現を目指している 

①心豊かな「結」と「土徳」のまち創造 

②多様な仕事を育む地域課題解決のまち創造 

③南砺版エコビレッジによる新しいライフスタイルのまち創造 

④文化・芸術・景観・ひとが紡ぐ交流のまち創造 

(5)経済性の

確保（企業、

金融機関等

の巻き込み） 

 地域の課題解決と魅力の向上のための資金支援の不足の課題に対応するためコ

ミュニティファンド・南砺幸せ未来基金を構築。 

 企業や市民の寄付金・遺贈金、クラウドファンディング、休眠預金等を活用して

資金を調達し地域課題解決などの事業支援に充てる。 
③ステークホルダ

ーとの関係づくり

の状況 

 木材：林業事業者、木彫関係者、バット製作関係者、等による資源利用協同組合 

 農業：桜ヶ池バイオマス農業推進協議会、(株)つなぐ南砺 

 人材：今のところ弱い。親世代のネットワークが必要か。未来支援センターなど

を活用か。 
④プラットフォー

ム構築の可能性 

⑤環境省・EPO 中

部に対する支援ニ

ーズ（連携イベン

ト、勉強会等に対

するニーズ） 

 地域経済循環分析（10 年前のもの）の更新と精密化 

 土徳文化醸成のための普及啓発支援 

⑥次年度プラット

フォーム構築事業

への応募の可能性

（応募の障壁とな

るもの） 

 情報発信のために「実践地域」への登録をしたい。 

 啓発事業に使いたい（土徳文化）。調査ものには助成規模が足りない。 
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№２ 

対象 
河合良太氏 

（NPO泉京・垂井理事、NPO地域の未来・志援センター地域コーディネーター） 

実施日 2020年 1月 21日 

【ヒアリング結果】 

①
取
組
の
概
要 

(1)取組・活

動・事業の概

要 

 揖斐川流域における流域フェアトレードの仕組みづくりに取り組んでいる。 

 NPO 法人泉京・垂井は、流域における循環型社会の構築、「穏豊（おんぽう）」

社会の実現を目指しており、地域が広域的につながりを持ちながら豊かになる

ことを呼びかけている。 

 具体的には住民主体による持続可能な社会づくりとして、フェアトレードの促

進、発信、地域資源を活かした小さな生業づくり、ESD、SDGs 活用の行政・企業

の活動支援などを展開している。 

(2)取組事例

の地域 

 揖斐川流域が対象地域となっている。 

 現時点での取組は岐阜県垂井町での展開が中心となっている。 

(3)主な関係

主体／ステ

ークホルダ

ー 等 

 フェアトレードタウン推進委員会がある。 

 構成員は、商工会、垂井町の担当課、飲食店、地域住民（個人）などとなって

いる。 

 NPO 法人泉京・垂井は事務局を担っている。 

 今後、できれば商工会が中心となった展開にできればと考えている。 

 その他委員会には所属していないが、学校（高校）、社協、和菓子屋さんなど

商店などとの連携もある。 

②
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り
事
例
と
し
て
の
「
概
要
」（
循
環
要
素
） 

(1)地域内に

循環するも

の・こと 

 地域で何を循環させるかの打ち出しは、検討課題となっている。 

(2)対象とな

る主な地域

資源 

 地域資源は多彩にある。 

(3)対象とな

る主な地域

課題 

 地域の解決したいこととして、垂井町には工場が立地しており、働く場がある

ため住民の意識に危機感がない。 

 また、名古屋のベッドタウンになっているため、都市部に依存した地域ともい

える。 

(4)地域の自

立促進のた

めの取組 

 地域の自立をどのように実現していくかも課題となっている。 

(5)経済性の

確保（企業、

金融機関等

の巻き込み） 

 地域には地銀が 2 行ある。うち 1 行が設立したシンクタンクの研究員とつなが

りはあるが、事業への協力連携などは展開されていない。 

 企業との協働を目的に、NPO が地域の SDGs コンサルティングとしての展開がで

きないかと検討している。 

(6)その他の

特徴など 

 「地域ガバナンス調査」として、移住者の多い旧春日村など一部エリアを対象

に、移住者を寄せ付ける要因について調査する取組を展開している。2019 年度

にはそのプレ調査を実施した。 

 過去に起業塾を実施しており、その参加者を対象に融資の獲得方法や課題など

を共有するコミュニティづくりも展開している。 

 関係イベント出展者（主に起業家）が集まって情報共有等のできる会合の設置

にも取り組みはじめたところである。 

③ステークホルダ

ーとの関係づくり

の状況 
 民間は志が同じであるため集まりやすいが、行政とのつながりが弱いといえ

る。 
④プラットフォー

ム構築の可能性 

⑤環境省・EPO 中部

に対する支援ニー

ズ（連携イベント、

勉強会等に対する

ニーズ） 

 流通の仕組みづくりに取り組むうえで、専門家などを呼んで勉強会を実施でき

ればと考えている。その際、専門家の招聘、地域への参加呼びかけの際に環境

省や EPO との共催になると、信頼度が向上し、説明しやすくなる。 

 地域の人間は地域にのみ目を向けがちであるが、広域的な視点からの情報提供

を環境省、EPO から得られることも期待したい。 
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⑥次年度プラット

フォーム構築事業

への応募の可能性

（応募の障壁とな

るもの） 

 次年度も応募したいと考えている。（※2019 年度ＰＦ事業にも応募したが採択

はされなかった。） 

 応募にあたっての課題としては、事業のシンボル的な事象がないこと、広範囲

にわたる取組となっているため、どのような取組であるかについての整理がし

きれていない点があげられる。 

 

№３ 

対象 
茶木勝氏 

（株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ代表取締役） 

実施日 2020年 2月 7日 

【ヒアリング結果】 

①
取
組
の
概
要 

(1)取組・活

動・事業の概

要 

 富山県上市町で農作物の生産者とその加工品の製造者をつなぐ架け橋とな

り、地域資源の循環を目指す「上市アグリパーク構想」。 

(2)取組事例

の地域 
 富山県上市町エリア（拠点は町内の立山山麓・中山間地域） 

(3)主な関係

主体／ステー

ク ホ ル ダ ー 

等 

 ティー・ツリー・コミュニケーションズ以外の主な関係者は、農業者（一次産

業経営者）、農産品の加工業者・製造業者、町役場、商工会、観光協会、森林

組合、県薬用植物指導センターなどがあげられる。 

②
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り
事
例
と
し
て
の
「
概
要
」（
循
環
要
素
） 

(1)地域内に

循 環 す る も

の・こと 

 畜産農家が飼育する牛（A5 ランクの牛肉）は町の中で消費されるため、地産

地消につながっているほか、牛糞は農家の土づくりに役立てられている。牛の

餌にはその農家が生産する藁が用いられている。同様に養鶏業も農家との間

で資源循環が維持されている。 

 そのほか、森林組合が行った森での下草刈りの植物・木材を活用してアロマオ

イルが生産されているほか、農家の土づくりに活用されている。 

 町内には県の薬用植物指導センターがあり、その知識を活かした特産品づく

りも可能である。 

(2)対象とな

る主な地域資

源 

 活用される主な地域資源には、農産物（里芋、養鶏、畜産、森林）のほか、獣

害対策で捕獲されるイノシシ肉、未利用木材などがあげられる。 

 歴史文化資源も多彩であり、それら資源と農業とを組み合わせたエコツーリ

ズムの展開も可能と考えている。 

(3)対象とな

る主な地域課

題 

 解決すべき課題として、まず過疎化、人口減少があげられる。また農産品加工

業者等の事業者が現時点では町内に確保できているが、後継者不足のため事

業継承が難しくなっている。 

 そのほか、空家問題、休耕地の増加なども地域課題としてあげられる。 

(4)地域の自

立促進のため

の取組 

 農業と加工業者の連携展開、エコツーリズムなどの取組があげられる。 

 エコツーリズムでは地域のガイド養成など人材育成が必要とされている。古

民家を活用して地域の農産品を食べてもらう店づくりができないかと検討さ

れている。 

 広報活動や景観づくりなどの取組と共に、立山山麓に立地する特性を活かし

た地域の付加価値づくりにも今後取り組んでいく必要があると考えている。 

(5)経済性の

確保（企業、金

融機関等の巻

き込み） 

 農産品等の販売で、内部：地産地消、外部：観光・ネット販売等の両方面への

展開が必要と考えている。 

 金融機関については、既に地銀等との協力・連携の取組（生産したお茶商品の

窓口景品としての取り扱いなど）があり、事業への巻き込みのためのハードル

は低いと考えている。 

(6)その他の

特徴など 

 アグリパーク構想というよりも、薬膳文化、健康のまちづくりをテーマとした

方が全町的な取組になりえやすいと考えている。 
③ステークホルダー

との関係づくりの状

況 

 既に農産品を活用した商品開発など、様々な事業、活動が展開されており、ス

テークホルダーとの連携・協力関係は構築されている。 

④プラットフォーム

構築の可能性 
 プラットフォーム構築も問題ないと考えているが、実際に改めて構築すると

なった際には、必要性を説明することが難しい。 

 特に SDGs について認識してもらい、なぜ SDGs に取り組む必要があるかにつ

いて学んでもらうステップが必要となる。 
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⑤環境省・EPO 中部に

対する支援ニーズ

（連携イベント、勉

強会等に対するニー

ズ） 

 SDGs についての啓発（ワークショップ実施等）では、EPO のツールやプログラ

ムを活用したい。 

 他の関連分野の事例や先進的な事例などを紹介してほしい。 

⑥次年度プラットフ

ォーム構築事業への

応募の可能性（応募

の障壁となるもの） 

 応募したいと考えており、取組内容の整理等においては EPO に相談したい。 

 

(ウ) 関連する会議への出席 

⚫ 環境省が主催する会議等に出席し、プラットフォーム構築事業の採択団体へのヒアリング結果

の発表、課題の抽出などを行った。 

開催日 名称 次第項目 

7月 30日・

31日 

地域循環共生圏づくり

プラットフォーム事業

キックオフ 

・プラットフォーム事業採択 35 団体の地域課題・現状、今後の

取組等の発表 

12月 19日 
地域循環共生圏 PF事業

支援取りまとめ会合 

1.地域循環共生圏プラットフォームの現状共有 

-有識者会合やプラットフォームあり方検討 WG の内容について 

2.情報交換会等におけるヒアリング結果の共有 

3.意見交換（下記の論点を想定） 

-35 団体の進捗状況について傾向分析（促進要因や課題等） 

-地域循環共生圏づくりのプロセスに応じた EPO の支援可能性 

-地域循環共生圏プラットフォーム事業へのフィードバック 

3月 9日・

10日 

【ウェブ会議】 

地域循環共生圏づくり

プラットフォーム事業 

情報交換会 

（※新型コロナ感染拡大防止のため会合形式からウェブ会議形

式に変更された。） 

・各活動団体からの活動報告の発表、情報交換等 

 

(2)全国・各地方とのネットワークの活用及び連携の確保・強化 

⚫ 全国の地方 EPO・GEOC・ESD活動支援センター等から招請のあった会議・イベント等は次の通り

であり、いずれについても出席した。 

【関連会議】 

開催日 会議 参加状況 備考 

4月 26日 EPO統括会議 出席  

5月 15日 EPO統括会議 出席  

5月 16日 第 1回 ESD活動支援センター（全国・地方）連絡会 出席  

6月 21日 第 1回同時解決事業形成会議 出席  

6月 25日 

～27日 
第 1回全国 EPO連絡会 

2・3日目

に出席 

1 日目は ESD 企画運営会議

開催のため欠席。 

7月 30日 

・31日 
地域循環共生圏プラットフォーム事業キックオフ 出席  

7月 31日 
地域循環共生圏全国ネットワーク構築検討業務 第 1 回

ブロック会議研究会 
出席  

7月 31日 Green Gift次期プログラムの説明会 出席  

8月 1日 地球環境基金 EPO連絡会 出席  

10月 16日 

ESD 推進ネットワークの成果の取りまとめに関する意見

交換会 
出席  

EPO統括会議 出席  

10月 17日 第 2回 ESD活動支援センター（全国・地方）連絡会議 出席  
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開催日 会議 参加状況 備考 

11月 19日 第 2回 同時解決事業事業形成会議 出席  

12月 19日 共生圏 PF事業支援の取りまとめ会合 出席  

12月 20日 EPO統括会議 出席  

1月 15日 第 3回 ESD活動支援センター（全国・地方）連絡会議 出席  

1月 16日 第 2回 EPO連絡会議 出席  

2月 23日 同時解決事業・全国ギャザリング 出席  

3月 9日 

・10日 
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業 情報交換会 参加 新型コロナ感染拡大防止の

ため会合形式からウェブ会

議形式に変更 3月 11日 
地域循環共生圏全国ネットワーク構築検討業務 第 2 回

ブロック会議研究会 
参加 

※ 同時解決事業関連の会議、ESD 業務関連会議、地域循圏共生圏づくりプラットフォーム事業関

連の会合等については各該当章にも記載。 

 




